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「（仮称）第２次町田市一般廃棄物資源化基本計画後期アクションプラン」施策の体系図案 [    ]：指標や取組の具体的な内容が未定のもの
★：新規の具体的な取組案

指標候補

2-1 生ごみの減量の推進
・家庭系生ごみ・食品ロスの削減量
・市民アンケート（食品を捨ててしまった市民の割合）

生ごみの発生抑制・資源化
　・フードドライブの推進
　・食品ロスダイアリーの活用
　・食品ロス削減レシピの作成・周知
　・フードシェアリングサービスの推進
　★食べ残し料理の持ち帰り推進
　・生ごみ処理機の購入補助

2-2
プラスチックごみの減
量の推進

・［発生抑制に関する指標］
・プラスチックの分別協力率
・製品プラスチック資源化の方針決定

プラスチックごみの発生抑制・資源化
　・マイボトル給水器の設置拡大
　・使用済みコンタクトケースの回収、資源化
　・使用済み文房具の回収、資源化
　★袋のばら売り拡大の検討
　★［資源化情報の公表の充実］
　★製品プラスチックを含むプラスチックの収集・資源化の検討

2-3
その他の家庭ごみの減
量の推進

・燃やせるごみに含まれる紙類の混入割合
・リサイクル広場回収重量
・再生販売点数（重量）

その他家庭ごみの発生抑制・資源化
　・リサイクル広場の実施
　・粗大ごみの再生販売
　★［資源化できる紙類の拡大と排出方法に関する取組］

家庭ごみの分別の推進
　★［分別についての分かりやすい周知に関する取組
　　　（ホームページ整理など）］

2-4
家庭系ごみ処理手数料
の見直し検討

指標を設定しない
家庭系ごみ処理手数料の見直しの検討
　・周辺自治体の動向調査

3-1
事業系ごみの適正排出
の推進

・［指導体制に関する指標］
・3R賞の受賞者数（累計）

適正排出指導
　・大規模事業所の訪問指導
　・小規模排出事業者への登録時の指導
　★［中小規模の事業所との取組み］

優良事例の公表・拡大
　・優秀事業者の表彰（まちだ3R賞）

3-2
事業系ごみの減量の促
進

・事業系一般廃棄物の収集量
・［事業系ごみの発生抑制・資源化に関する指標］
・公共施設（大規模事業所）から排出される事業系ごみの削減率

事業系ごみの減量資源化
　・フードシェアリングサービスの推進
　★［民間事業者と連携した古紙リサイクルの取組］
　★食べ残し料理の持ち帰り推進

公共施設から排出される事業系ごみの削減
　★公共施設（大規模）から排出される事業系ごみの調査
　・市職員への教育

3-3
事業系ごみ処理手数料
の見直し検討

指標を設定しない
事業系ごみ処理手数料の見直しの検討
　・周辺自治体の動向調査

4-1
一般廃棄物処理施設の
整備

・発電効率
・選別精度
・資源化施設の整備状況
・バイオガス化施設の処理量

資源化施設の整備
　・資源化施設の整備

バイオエネルギーセンターの運営・管理
　・LiB対策の推進

4-2 収集体制の整備 ・［収集体制の見直し検討に関する指標］

収集体制の見直し検討
　・資源の戸別収集　※5-2と重複
　・週5収集等
　・LiB対策の推進

4-3 資源の有効活用の推進
・［リサイクル広場に関する指標］
※その他、新たな資源化品目に合わせて流動的に設定

資源化の拡大
　★剪定枝の資源化に関する方針決定
　★製品プラスチックを含むプラスチックの収集・資源化の開始
　　※2-2と重複
　★新たな資源化品目の回収検討

5-1
災害時等のごみ処理に
関する対応力強化

・災害時のごみ処理方法について、市民への啓発回数
・災害廃棄物処理に関する訓練の実施回数

災害時のごみ処置に関する対応強化
　・協定事業者や自治体との定期的な意見交換や訓練
　★［自治体間の協力体制の強化］

5-2
超高齢化社会の到来に
伴うごみに関する問題
への対応

・［収集体制の見直し検討に関する指標］

高齢者等に対応した収集体制の検討
　・資源の戸別収集　※4-2と重複
　・ふれあい収集
　・紙おむつの資源化に関する事例研究

5-3 不適正処理防止対策
・違法回収利用の未然防止を図るための啓発回数
・美化推進キャンペーン実施回数

不適正処理防止対策の推進
　・不用品回収パトロール
　・違法回収業者への対応

まちの美化の推進
　・美化推進キャンペーン

※基本方針1については、基本方針2～5の施策を実施していく際の実施手法としている。具体的な手法は基本方針2～5の各取組内に記載する。

5 社会的課題への対応を強化します。

2 家庭系ごみの減量を進めます。

3 事業系ごみの減量を進めます。

具体的な取組案基本方針 基本施策

4
環境に配慮した資源化施設を整備し、
適正かつ安全な処理に努めます。


